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堺市役所本庁舎 ESCO事業 質問回答（6月 5日質問期限） 

№ 質問対象 質問内容 回答 

1 
公募前提供資料 

公募前説明会説明資料 

公募スケジュール（予定）において、改修工事期間が、令和 10 年 3 月

31日までとなっています。 

交付金の活用に際して、年度毎に、工事ができない期間はありますでしょう

か。 

地域脱炭素移行・再エネ推進交付金の活用にあたり、各年度の工事完

了日の翌日から翌年度の交付金の内示日（4 月 1 日予定）の前日ま

でに実施した工事については、交付対象から除外されます。 

2 

公募前提供資料 

ベースライン集計（令和 3年

～令和 5年の平均） 

一次エネルギー換算値のうち、電気は“9.97MJ/kwh”のままでよかったで

しょうか。 

公募に際しては、電気の一次エネルギー換算係数を“8.64MJ/kWh”とす

る予定です。 

3 
公募前提供資料 

都市ガス使用量の内訳 

2021年度の7月～9月の都市ガスの使用量が、2022年度及び2023

年度に比べて大幅に少なくなっています。 

その要因は何に起因しているでしょうか。 

2021年度の7月～9月の都市ガスの使用量が、2022年度及び2023

年度に比べて大幅に少なくなっている要因は次のとおりです。 

・設備運転監視業務事業者の変更に伴い、コージェネレーション設備の運

用を見直し、稼働時間を大幅に削減していたため。（その後は再度運用

を見直しています。） 

  



 

2 

 

 

№ 質問対象 質問内容 回答 

4 テレメータ室のエアコン 

高層館 3 階のテレメータ室の床置エアコン（ACP-10-1）は「故障中」と

なっています。そして同室には天吊型のエアコン（ACP-10-2）が2台、後

から天井に設置されています。 

この天吊型のエアコン（ACP-10-2）の 2 台は、故障中の床置エアコン

（ACP-10-1）の代替機として設置され、これによって、故障中の床置エ

アコン（ACP-10-1）は、現在不要になっていると解釈してよろしいでしょう

か。 

お見込みのとおり、現在、床置エアコン（ACP-10-1）は使用しておりませ

ん。 

なお、提案に際しては、修繕した上での再利用、残置、撤去のいずれも可

とします。 

5 設備の改修実績 

令和 5 年度以降において、空調や照明などの設備改修工事、増設工事

等の実績ありましたら、その内容をご教授ください。 

また、その際に導入された設備の仕様書を提供いただけますでしょうか。 

堺市役所本庁舎における令和５年度以降の設備工事の実績は次のとお

りです。これらの工事に係る設備の仕様書は別紙のとおりです。 

①高層館ガスエンジン発電装置 2 号機排ガス逆流防止ダンパ異常対応

修繕工事 

②高層館ガスエンジン発電装置 1・2号機異常対応、他修繕工事 

③本館地下３階空調機械室内氷蓄熱制御用レベル計更新工事 

④本館地下 3階ブラインチラーR202-1・2号機修繕工事 

⑤本館地下 3階空気熱源熱回収スクリューヒートポンプドライヤ修繕工事 

⑥本館屋上 R-203-1 号機空気熱交換器冷媒配管保温材撤去及び

塗装工事 

⑦本館 11階議場吊り下げ照明改修工事 

 



別紙① 

 

 

仕 様 書 

 

 

１．工 事 名  高層館ガスエンジン発電装置 2 号機排ガス逆流防止ダンパ異常対応修繕

工事 

 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町３番１号 

 

 

３．工事理由  高層館地下 4 階に設置しているガスエンジン発電装置は 2 号機の排ガス

逆流防止ダンパに異常があり運転停止となっている為修繕するものです。 

 

 

４．工事概要  ガスエンジン発電装置内 

         ・排ガス管の保温材開放処理        1式 

         ・排ガス逆流防止ダンパー取外し      1式 

         ・ガスケット交換                      2枚 

         ・グランドパッキン交換           1式 

         ・ダンパの弁体部分点検清掃              1式 

         ・復旧                  1式 

・運搬費                                 1式 

         

５．工事期間  契約締結日から令和５年 ９月３０日まで。 

 

 

６．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して定

める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 



別紙② 

 

 

仕 様 書 

 

 

１．工 事 名  高層館ガスエンジン発電装置 1・2号機異常対応、他修繕工事 

 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町３番１号 

 

 

３．工事理由  高層館地下 4 階に設置しているガスエンジン発電装置は 1 号機の排ガス

逆流防止ダンパに異常及び２号機のジャケット冷却水ポンプメカシール

から水漏れがあり頻繁に非常用ベルが鳴動している為修繕するものです。 

 

 

４．工事概要  高層館ガスエンジン発電装置 1 号機排ガス逆流防止ダンパ異常及び２号

機ジャケット冷却水ポンプメカシール水漏れ修繕工事 

 

         ・労務費                 1式 

         ・材料費                 1式 

         ・運搬、その他                     1式 

         ・経費                   1式 

         ・部品交換費                     1式 

          

         

５．工事期間  契約締結日から令和６年 ３月３０日まで。 

 

 

６．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して定

める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 



別紙③ 

 

 

仕 様 書 

 

 

１．工 事 名  本館地下３階空調機械室内氷蓄熱制御用レベル計更新工事 

 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町３番１号 

 

 

３．工事概要  本館地下３階空調機械室内の氷蓄熱制御用レベル計において、交換推奨

期間を経過しており、当該設備の制御が不安定となっているため、更新

工事を行うもの。 

 

４．工事期間  契約締結日から令和６年３月３１日まで。 

 

 

５．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して定

める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 



別紙④ 

 

 

仕 様 書 

 

 

１．工 事 名  本館地下 3階ブラインチラーR202-1・2号機修繕工事 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町 3番 1号 

 

３．工事概要  本館地下 3階ブラインチラーR202-1・2号機において、 

温度を感知する部位であるサーミスタが故障しているため、 

修繕工事を行うもの。 

 

４．工事期間  契約締結日から令和 6年 3月 20日まで。 

 

５．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して定 

める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 



別紙⑤ 

 

 

仕 様 書 

 

 

１．工 事 名  本館地下 3階空気熱源熱回収スクリューヒートポンプドライヤ修繕工事 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町 3番 1号 

 

４．工事概要  本館地下 3階空気熱源熱回収スクリューヒートポンプのドライヤの修繕

工事を行うもの。 

 

５．工事期間  契約締結日から令和 5年 7月 31日まで。 

 

６．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して定 

める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 



別紙⑥ 

 

 

仕 様 書 

 

 

１．工 事 名  本館屋上 R-203-1号機空気熱交換器冷媒配管保温材撤去及び塗装工事 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町 3番 1号 

 

３．工事概要  本館屋上 R-203-1 号機空気熱交換器冷媒配管のラッキング及び保温材撤

去と冷媒配管の塗装工事を行うもの。 

 

４．工事期間  契約締結日から令和 6年 3月 29日まで。 

 

５．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して定 

める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 



別紙⑦ 

 

仕 様 書 

 

 

 

１．工 事 名  本館 11階議場吊り下げ照明改修工事 

 

２．工事場所  堺市堺区南瓦町 3番 1号 

 

３．工事概要  経年劣化に伴い、本館 11階議場の天井吊り下げ照明のスポットライト計 26ヶ

所について改修工事を行うもの。なお、既設のスポットライトについては別添

図面を参照すること。 

 

４．工事期間  契約締結日から令和 6年 3月 25日まで。 

 

５．そ の 他  この仕様書に定めのない事項については、市及び請負者双方協議して 

定める。仕様書に相反する事柄や疑義がある場合も同様とする。 






















